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18 世紀ベルリンにおける亡命ユグノーの出版者たち
――R. ロジェと A. デュサラによる『ダヴィッド詩篇集』の出版をめぐって
七條めぐみ　愛知県立芸術大学音楽学部非常勤講師（音楽学）

１．はじめに

　16 世紀半ばからフランスで急速に人口を増やしたプロテスタントの一派で

ある改革派教徒（ユグノー）は、王権から異端と見なされ、17 世紀後半には

約 20 万人がフランス国外に亡命したと言われる。この大規模な人口流出によ

り、工業資本が国外にもたらされ、フランスの経済的な衰退を招いた。そのた

め、ユグノーの離散（ディアスポラ）の影響はこれまで、近世・近代ヨーロッ

パの経済史の中で重要な関心事となってきた 1。ただし、亡命ユグノーの中に

は、商工業だけでなく文筆業に従事したり、楽譜出版やオペラ上演に携わった

りするものもいたが、従来のユグノー研究では、このような文化的な活動に着

目することは少なく、彼らの貢献はもっぱら経済面や商業面にあったとされて

きた。

　そこで本稿では、亡命ユグノーの文化的貢献に着目し、彼らが国際的な影響

力をもった書籍・楽譜出版業に目を向ける。中でも、ユグノーの出版者として

ベルリンで活動したロベール・ロジェ Robert Roger（生没年不詳）とアルノー・

デュサラ Arnaud Dusarrat（ca.1666-1733）の経歴と活動、音楽関連の出版

物である『ダヴィッド詩篇集』を取り上げる。彼らはベルリンへ移住したフラ

ンス人書籍業者の中でも、その活動をプロイセン王に公式に許可され、プロテ

スタント系書物の印刷家として重要な位置を占めていた。しかし、ユグノーの

国際的な商業・文化的営みから彼らの出版活動を捉える研究は行われていない。

また、彼らが出版した『ダヴィッド詩篇集』は一般的には「ジュネーヴ詩篇歌」

の名で知られ、改革派教会の礼拝で歌われる讃美歌集である。詩篇歌に関して

は、16 世紀の宗教改革におけるフランス語訳の編纂や曲付けについては豊富

な研究が存在するものの、その 18 世紀における伝承はほとんど注目されるこ

とがない。本稿では、R. ロジェとデュサラのユグノー出版者としての特徴を

整理した上で、　『ダヴィッド詩篇集』の構成と序文等の内容を検討することに
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より、詩篇集がどのような目的で出版されたのかを考察する。

２．18 世紀ベルリンの出版業における亡命ユグノー

（１）ベルリンにおける書籍・楽譜出版業の興隆

　ベルリンでは 17 世紀後半～ 18 世紀にかけての人口増加にともない、印

刷・製本業者の数が急激に増加した。ある統計では、1690 年には街の人口

約 21500 人に対して 2 名の印刷業者しかいなかったが、1750 年には人口約

113000 人に対し、印刷業者は 11 名に増加したという 2。そのような中で、

ベルリンに亡命したユグノーたちは当初、印刷業者よりも登録が容易な製本業

者として書籍産業に参入した。ガイスラーによると、1678 年には 7 名だった

製本業者が 10 年後には 15 名になり、1689 年にはそれ以上製本業者が増え

ないように、ギルド（組合）を 6 年間閉鎖しなければならないほどだった 3。

ユグノーたちはこうして出版業に加わり、のちに書籍販売や貸本業へと手を広

げていった。

　一方で、ベルリンにおける楽譜出版業の発展は、書籍出版に比べ半世紀ほど

遅く、1750 年以降に見られる。これはドイツ全体の楽譜出版業の傾向と言え

よう。17 世紀～ 18 世紀前半までは、ルンゲ、ロレンツ、ザルフェルトらに

よる宗教音楽の出版が行われたが、いずれも活版印刷であり、イギリスやオラ

ンダで導入が進んでいた彫版印刷は用いられていない。器楽分野では、プレト

リウス（1616）や、ブレイド（1621）による合奏組曲、ロイスナーによるリュー

ト曲集（1676）が挙げられる程度だった。すなわち、書籍出版において台頭

しつつあったユグノーたちが楽譜出版にも参画する余地は十分にあったことが

推測される。

（２）R. ロジェとデュサラの経歴と活動

　ロベール・ロジェはフランスのノルマンディー地方・ルーアンに生まれ、ベ

ルリンへ移住後、出版者として活動し、のちにアムステルダムへ移り 1720 年

以降に亡くなった 4。書籍業者としては、1688 年にフリードリヒ 1 世よりフ

ランス語書物の出版に対する允許（Privilège）を獲得し、「選帝侯の印刷家か

つ書籍商」の称号、1701 年からは「王の印刷家かつ書籍商」の称号で活動した。R. 
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ロジェがベルリンで活動した期間は長くなく、1704 年までには親族の印刷業

を手伝うためにアムステルダムへ拠点を移したと言われる。その際、ベルリン

で行っていた印刷業は同じくフランス語書物の書籍業者であるアルノー・デュ

サラとヨハン・ヴェッセル Johann Wessel に引き継いだ。また、1707 年以降

の出版物はロンドンで出されていることから、海を渡りロンドンへ移った可能

性も考えられる。

　筆者はこれまでに、R. ロジェの出版物に関してベルリン州立図書館、ベル

リン＝フランス教会図書館 5 、パリのプロテスタンティズム史協会図書館で所

蔵調査を行った。その結果 57 点の書物が確認され、そのうち 1 点をのぞく全

てがフランス語で書かれていた。出版地に関しては、ベルリンが 37 点、アム

ステルダムが 14 点、ロンドンが 5 点、出版地不詳が 1 点 6 である。その内容は、

ユグノー移民とブランデンブルクの歴史に関わるものや、プロテスタントの教

義に関するものが多い。中でも、シャルル・アンシヨンの『ブランデンブルク

国におけるフランス人難民の定住史』（1690）を R. ロジェが出版したことは

注目に値する。この書物は、ベルリンにおけるユグノーの移住について、それ

が起きた同時代に書かれた数少ない史料であり、以後数世紀にわたって読み継

がれることで、ドイツに住むフランス人たちの歴史的記憶の生成に貢献したと

される 7。R. ロジェは他にも、プロテスタント神学者ピエール・ジュリユや《ガ

ゼット・ド・ベルン》を編集したアントワーヌ・テシエなど、著名なユグノー

文筆家の書物を出版している。

　一方、デュサラはフランス南西部のベアルヌ出身で、父ピエールと息子のジャ

ンもまた書籍業者という一家だった。デュサラは 1693 年からベルリンで製本

業者として活動し、1701 年頃から出版業にも参入した。この頃から R. ロジェ

との同業者としてのつながりがあり、1702 年には後継として允許を獲得する

が、1704 年にヴェッセルにそれを売り渡している。デュサラはしばらくヴェッ

セルとの共同出版を行ったのち、1713 年 4 月 13 日にフランス語書物の印刷

に対する国王からの允許を得た。ただしその後、彼の印刷業は複数の人物に

よって引き継がれる。ヨハン・トーマス・トラー（1717 年）、ジャン・グリ

ノイス（1721 年）を経て、ゲオルク・ヤーコプ・デッカー（1755 年）である。

最後に引き継いだデッカーは 19 世紀まで続く大出版社となるのだが、その源



8 mixed muses no.15

流がユグノー移民であるデュサラにあった。

　デュサラの出版物に関しては、上述した三つの図書館において 23 点が確認

され、その全てがフランス語によって書かれ、ベルリンで出版されたものであ

る。書物の内訳は R. ロジェと同様、ユグノーの迫害の歴史やブランデンブル

クの歴史を綴ったものが中心で、中には旧約・新約聖書をまとめたものも確認

される。

　また、デュサラはアムステルダムの楽譜出版者エティエンヌ・ロジェ

Estienne Roger（1665/66-1722）のベルリンにおける代理人でもあった。 E. 

ロジェの 1708 年の出版カタログには「宮廷の書籍商・印刷家」としてデュサ

ラの名前が掲載され、1712 年と 1716 年のカタログでも代理人として言及さ

れている。つまり、デュサラが E. ロジェの出版する楽譜や書物を、カタログ

を介してベルリンで販売していたということだ。こうした代理販売は、遠く離

れた土地に出版物を流通させる手段としてオランダやイギリスの書籍業者で広

く用いられていた制度である。E. ロジェは楽譜出版者でありながら書籍業者

の流通方法を取り入れることで、国際的な販路を獲得したのだが、その際ベル

リンではデュサラが窓口となっていたのである。E. ロジェの出版物はイタリ

ア、フランス、イギリスの幅広い音楽作品を含み、最新の彫版印刷技術によっ

て製作されていたことから、デュサラによる楽譜販売は、ベルリンの人々にとっ

て新しい音楽文化への接続口であったことが推測される。

　以上のように、R. ロジェの活動とデュサラの協力関係を見ると、彼らはベ

ルリンのローカルな出版者として活動するだけでなく、国際的な言論空間や書

籍流通網の中で機能していたことが分かる。その背後には、亡命ユグノーたち

の国際的な人的・商業ネットワークがあったことは確実だろう。

３．R. ロジェとデュサラによる『ダヴィッド詩篇集』の出版

（１）1701 年～ 31 年に出版された詩篇集の内訳

　『ダヴィッド詩編集』は R. ロジェとデュサラによる唯一の音楽関連出版物で

ある。出版は 1701 年から 31 年にかけて行われ、その内訳は表 1（次ページ）

の通りである。

　1701 年には R. ロジェとデュサラによって合計六つの『ダヴィッド詩篇集』
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が出版された。R. ロジェによる版はベルリン州立図書館に五つのバージョン

があったが、そのうち三つ（En 1333, En 1335, En 1336）は第二次世界大戦

により失われた。図書館の所蔵記録と、1932 年に刊行されたレンツの研究に

よると、これらはすべて 8 つ折り判で、ページ数は 474 から 800 までかなり

の幅があるが、詩篇集の序文として「地方教会会議の抄録」を含む点で共通し

ている。また、現存する二つのバージョン（En 1331, En 1332）のうち、En 

1331 には無記名の「緒言」が付けられ、そこで詩篇集の成立と歴史的価値に

ついて述べている 8。

　1701 年のデュサラによる版（En 1340）は 8 つ折り判により、418 ページ

からなる。R. ロジェによるどの版よりもページ数が少ないのは、詩篇集の序

文をまったく含まないからである。デュサラ版はこのほかに、1704 年（Bw 

1848）、1711 年（En 1400）、1730 年（SA 431）、1731 年（En 1488） の

ものが確認されており、そのうち 1711 年版以外が現存する。判型は、1704

年版のみが 4 つ折りで、その他は 8 つ折り判である。また、1704 年版には R. 

ロジェによる版（En 1332）と共通する文言が含まれるものの、削除あるいは

変更された部分も見られる。一方で、1730 年版は 8 つ折り判ながら 344 ペー

ジと比較的短く、1704 年版に見られる序文や教義的内容がすべて省略されて

いる。

　ベルリンでは R. ロジェとデュサラ以外にも、1723 年にゴットハルト・

シュレヒティガー Gotthard Schlechtiger9、1740 年と 41 年にローラン未亡

人 Veuve Laurent によってフランス語詩篇集の出版が行われた。シュレヒティ

ガー版（ベルリン州立図書館所蔵、請求記号：SA 432）は R. ロジェとデュサ

ラに認められていた允許が期限切れとなったため、プロイセン王から新たに

20 年間の允許を獲得して出版された。この版はレンツが指摘しているように、

デュサラ版（Bw 1848）の再版と見られる 10。というのも、シュレヒティガー

版の「緒言」では刊行の目的について「より正確で、より良質な紙の版」を作

り、「公のために詩篇集と新約聖書の価格を調整する」11 ことだと書かれてい

るが、実質的な内容の変更はほとんど見られないからだ。1740 年、41 年のロー

ラン未亡人による版は、筆者は現時点で現物を確認できていないが、やはり王

の允許つきで出版されたという 12。
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（２）R. ロジェ版（En 1332）とデュサラ版（Bw 1848）の構成・相違点

　本節では、R. ロジェとデュサラが出版した『ダヴィッド詩篇集』に関して、

最も大部で内容が充実している 1701 年の En 1332 を中心に、その構成と序

文等を検討したのち、唯一 4 つ折り判で出版され、内容の大幅な変更が見ら

れる 1704 年版（Bw 1848）との比較を行う。

　表 2 は、1701 年に R. ロジェにより出版された En 1332 の構成である。本

稿では上記の中でも、『詩篇集』の成立に関する情報を含み、その特徴を表す

①表紙絵とタイトルページ、②「地方教会会議の抄録」、③允許、④「音楽の

原理」、⑤ 1704 年版での変更点に注目する。

①表紙絵とタイトルページ

　表紙絵の上部には、ひざまずいて竪琴を弾くダビデ王の図が描かれている

（図 1、次ページ）。下部中央には「ダヴィッド詩篇集」の文言と出版年が刻まれ、

その両端には「すべての国よ、神をたたえよ。すべての民よ、詩篇 117 を祝

福せよ。すべての人よ、主をたたえよ。すべての民よ、主の栄誉をたたえま

表 2　『ダヴィッド詩篇集』En 1332（R. ロジェ、1701 年）の構成

ページ番号 内容
表紙絵
タイトルページ
「地方教会会議の抄録」
允許
目次
十戒（出エジプト記20章より）
「音楽の原理」

1~689 詩篇第1番～第150番
690~692 十戒（出エジプト記20章より）
692~693 シメオンの賛歌（ルカによる福音書第2章29節）
693~696 聖母マリアの賛歌（ルカによる福音書第1章46～55節、詩篇第103番の旋律つき）
696~699 ザカリヤの賛歌（ルカによる福音書第1章67～79節、詩篇第116番の旋律つき）
699~704 テ・デウム（詩篇第8番の旋律つき）
番号なし 改訂版目次
36~96 「キリスト教において子供を教育するための教義」

番号なし
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つれ」13 という詩が配置されてい

る。これは、詩中に言及のあるよ

うに詩篇第 117 番「もろもろの国

よ、主をほめたたえよ。もろもろ

の民よ、主をたたえまつれ」 14 に

基づくものである。竪琴を弾くダ

ビデ王と詩篇第 117 番による表紙

絵は、En 1332 だけでなく 1701

年のデュサラ版である En 1340、

1730 年の SA 431 でも共通して見

られる。

　En 1332 は 独 立 し た タ イ ト ル

ページをもち、そこには「ダヴィ

ッド詩篇集、礼拝つき。先行する

すべての版に基づきもう一度修正

された新版。ベルリンにて、王の

印刷家・書籍商ロベール・ロジ

ェの所で。1701 年。陛下の允許

つき」15 と書かれている。「先行す

るすべての版に基づきもう一度修正された新版」という表現は、1704 年のデ

ュサラ版、1723 年のシュレヒティガー版でも同様に見られる。この意味する

所は次の「地方教会会議の抄録」の項で考察する。一方、デュサラ版の中でも

En 1340（1701 年）、SA 431（1730 年）は独立したタイトルページを持たず、

詩篇第 1 番の先頭に「ダヴィッド詩篇集」と書かれているのみである。

②「地方教会会議の抄録」

　「地方教会会議の抄録」は正確には、「イル＝ド＝フランス、ピカルディ、シ

ャンパーニュ、シャルトル地方の教会会議の抄録、シャラントンにて、1679

年 4 月 27 日」16 である。ここでは地方会議が、フランス王の参事官兼秘書官

であった「故コンラート氏」に、詩篇集の古い版を「時の経過と慣例によって

図 1. 『ダヴィッド詩篇集』の表紙絵
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生じた言語上の変化に対応させるため」17 に改訂することを強く望み、それが

無事に行われたと書かれている。出来上がった改訂版は、意味の正確さ、表現

の明快さや純粋さにあふれ、教会会議によって「人々を教化するのにとても適

している」18 と判断されたという。この記録が 1679 年付けであること、また

教会会議がピカルディやシャラントンなどフランスの地方におけるものである

ことから、改訂は 1701 年の R. ロジェ版のために行われたのではなく、それ

以前に行われたことが推測できる。

　実際、1679 年にパリのアントワーヌ・セリエによって出版された『フラ

ンス語の詩による詩篇集』のタイトルページには、「王の参事官・秘書官であ

った故 V. コンラート氏により、マロとベーズの旧版を修正された」19 という

文言が見られる。マロとベーズはもちろん、16 世紀の宗教改革時に詩篇をフ

ランス語訳し、『ジュネーヴ詩篇集』をまとめた詩人クレマン・マロ Clément 

Marot（1496-1544）と、神学者テオドール・ド・ベーズ Théodore de Bèze

（1519-1605）である。すなわち、1679 年に行われた改訂とは、1 世紀前に

作られた詩篇集を時代に即した意味や表現に変更したものであり、1701 年の

R. ロジェ版やそれ以降の版で見られる「先行するすべての版」とは、16 世紀

の『ジュネーヴ詩篇集』や 1679 年の改訂版を指すと考えられる。また、「も

う一度修正された新版」という表現は、改訂版をさらに新しくした版という意

味で用いられたものだろう。

③允許

　允許とは国王が与える許可のことである。En 1332 には「プロイセン王兼

ブランデンブルク選帝侯の允許」と書かれた、フリードリヒ 1 世によるフラ

ンス語の詩篇集の印刷に対する 1701 年 8 月 13 日付けの許可文が掲載され

ている。書かれている内容によると、R. ロジェは 1696 年 4 月 10 日にすで

に 10 年間の允許を得ていたが、「その間、この著作を進めるのを妨げられ、

1700 年 12 月 15 日まで完成することができず、そのため允許を生かすこと

なく期間の半分が過ぎてしまった」20。R. ロジェは新たな允許の取得を懇願し、

それによって 1700 年 12 月 15 日から向こう 10 年間において詩篇集の「唯

一の印刷家」となることが認められた。彼に損害を与えたり、海賊版を発行し
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たりした場合には、「帝国内外のあらゆる印刷家、書籍商、製本業者、その他

何者であろうとも」21200 ライヒスターラーの罰金が科されることになった。

　この許可文の中では、R. ロジェが 1696 年に最初の允許を取得した後、詩

篇集の製作をなぜ進められなかったのかは言及されていない。ただし、1696

年は R. ロジェが「選帝侯殿下の印刷家・書籍商」の称号を得た年であり、こ

の頃の出版物には「允許 Privilège」のほかに「許可 Permission」という語も

散見される 22。その後、ブランデンブルク選帝侯フリードリヒ 3 世は、1700

年 12 月 13 日に神聖ローマ皇帝より王の称号を名乗ることを許され、翌年 1

月 18 日にプロイセン王フリードリヒ 1 世となった。それに伴い、R. ロジェ

は 1701 年から「王の印刷家・書籍商」を名乗っている。すなわち、R. ロジ

ェはブランデンブルク選帝侯がプロイセン王となり、より拘束力の高い允許

を発行することができるようになった段階で、詩篇集の出版に踏み切ったの

ではないかと考えられる。また、En 1332 で言及される新たな允許は 1700

年 12 月 15 日から有効であるのに対し、王による許可文はそれより半年以上

遅い、1701 年 8 月 13 日付けである。この「時間差」に関してレンツは、En 

1332 よりも前に出版された版（En 1331）では許可文が 1700 年 4 月 10 日

付けでありながら、出版日としては 1700 年 12 月 15 日が刻まれていると

指摘する 23。このような状況を鑑みると、En 1332 において允許の有効期間

が 1700 年 12 月 15 日より 10 年間となっているのは、En 1331 の出版に合

わせて取得されたためと見ることができる。

④「音楽の原理」

　この部分では、譜面を読むことに慣れていない人々のための手引きが、以下

の文言とともに 7 段の譜例つきで掲載されている（図 2、次ページ）。

さまざまな音部記号があるため、詩篇集の旋律を自然あるいは通常の音

名で歌うことが難しいと感じる人は、以下の方法により、ある音を固

定すれば容易に歌うことができる。すなわち、最も下の線をつねに「ド」

で始め、歌の開始音にたどり着く。これは、読者や歌い手が将来、詩

篇集をより正しく、苦労なく歌うために強く推奨されるものである。24 
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　要するに、音部記号に合わせて譜読みをするのが難しい場合は、どんな音部

記号であろうとも第一線上の音を「ド」で固定し、他の音はそこを起点に読め

ば良いという手法である。譜例ではアルト記号が用いられ、通常の読み方では

「ファ」の音名となる第一線上の音に「ド ut」があてはめられ、音階の上行形

や下行形、３度や４度の跳躍進行の例が挙げられている。この手引きに従うこ

とで、音階の順番さえ覚えておけば楽譜を読むことができ、ひいてはより多く

の人々が詩篇集を歌うことが可能となったのだろう。なお、1679 年にパリで

出版された『フランス語の詩による詩篇集』でも全く同じ「音楽の原理」が見

られることから、これは R. ロジェが新たに付けたものではなく、先行する版

にあるものを踏襲したものと考えられる。

⑤ 1704 年版における変更点

　1704 年にデュサラによって出版された詩篇集は 4 つ折り判で作られ、全体

は 188 ページからなる。この版では、竪琴を弾くダビデ王の表紙絵と「音楽

の原理」が削除される代わりに、改革派教会の教義や礼拝に関する以下の要素

が追加された。

図 2. 「音楽の原理」部分
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40 か条からなる「フランスの改革派教会の合意によってなされる信仰

告白」／聖書索引／教会における祈りの作法／洗礼の礼拝について／

聖餐の礼拝について／結婚の礼拝について／その他個別の礼拝

　また、タイトルページと允許の文言にも変更が見られる。R. ロジェ版のタ

イトルは「ダヴィッド詩篇集、礼拝つき」だったが、デュサラ版では「ダヴィ

ッド詩篇集、改革派教会の祈り、礼拝、教義、信仰告白つき」 となった 25。允

許においては、R. ロジェ版の内容が繰り返された後に、1702 年 11 月 4 日付

けの補足が見られる。そこでは、R. ロジェがプロイセンを去ったため、フリ

ードリヒ 1 世がデュサラに R. ロジェと同様の允許を 10 年間認め、罰則に関

しても同じ内容を課すことが書かれている。

４．おわりに

　本稿では、R. ロジェとデュサラの出版活動を概観した上で、18 世紀初めの

『ダヴィッド詩篇集』の出版の文脈を整理し、1701 年と 1704 年に出版され

た二つの版を中心に構成、序文等の検討を行った。それにより、R, ロジェに

よる『ダヴィッド詩篇集』が 17 世紀にパリで出版された版を踏襲しながらも、

さらなる新版をうたっていること、具体的な罰則をともなう允許を獲得した版

であることが明らかになった。また、デュサラ版に関しては、R. ロジェ版と

同じ允許が適用される一方で、読譜の手引きが削除され、改革派教会の教義的

な内容が大幅に追加されていることが分かった。これらの各版の特徴には、R. 

ロジェとデュサラの『詩篇集』に対する姿勢の違いが表れていると考えられ

る。すなわち、R. ロジェは 1688 年からフランス語書物の出版を行っていた

にもかかわらず、『詩篇集』の出版は 1701 年を待たねばならなかった。その間、

一度は允許を獲得したが出版には至っていないように、『詩篇集』に対する慎

重な姿勢がうかがえる。R. ロジェはフランス語による詩篇集をベルリンで初

めて出版した人物であることから、その価値づけを慎重に行う必要があったの

ではないだろうか。一方で、デュサラが 1704 年に『詩篇集』を出版した時点

では、すでに R. ロジェによる複数の版が存在していた。このような経緯から、

デュサラ版は R. ロジェ版と重複する内容を削除し、改革派教会の教義的な内
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容を盛り込むことで、『詩篇集』をより一層礼拝の実践と結びついた書物とす

る狙いがあったと考えられる。

　今後は『ダヴィッド詩篇集』の楽譜部分に関して、ベルリンとパリで出版さ

れたものの相互比較を行う必要がある。また、他地域での出版状況にも目を向

けることで、18 世紀における『詩篇集』の伝承とそれを担ったユグノーの出

版家たちの役割について、詳細に明らかにすることが目標である。
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愛知県立芸術大学およびパリ＝ソルボンヌ大学、2017 年。なお、本稿では二人のロジェ
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8 筆者は現時点でこの版を参照できていない。レンツは「緒言」に関して、フランス人の

教会関係者によって書かれ、R. ロジェが編集したのではないかと推測している。Hans 
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14 “Louez l'Eternel, vous toutes les nations, Célébrez-le, vous tous les peuples“
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20 “ayant été empêché d’avancer cet Ouvrage dans ledit temps, ne l’ayant pû même achver 
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de S. A. E. M. DC. XCVIII. AVEC PERMISSION』（プロテスタンティズム史協会図書館所蔵、

請求記号：8°11 712/3 Rés）
23 Lenz 1932, p. 84.
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observer à l’avenir, afin de rendre la façon de psalmodier plus réguliére & moins pénible. “
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